
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１５年１２月１０日発行 会報８１９号 

     今週のプログラム 
（２０１５年１２月１０日 第８１９回例会） 
        
  卓話「イニシエーションスピーチ」 
 
    担当  渡邊 了允会員  
 

      次週のプログラム 
（２０１５年１２月１７日 第８２０回例会） 
       
      卓話「箕面の紅葉」 
     
    担当  山下聰一郎会員 
 
   

＜会長の時間＞              松田親男会長 
渡邊了允様入会おめでとうございます。楽しいロータリーライフをお過ごし下さい。 

今日は、「How to 人前で話す」というお話です。「ロータリーの友」２００９年１月号に、「How to 人

前で話す」というタイトルの話がありました。面白かったので、ご紹介します。 

①準備は十分に。 これはスピーチの鉄則です。次週に卓話があるときは、前の週末は全て準備に充

てるべきだと言っています。話そうと言うことを知っているだけでは不十分で、自分の言葉で話せる

ようにしなければいけないといっています。 ②論旨を明確に。 何を話したいのか、はっきり解る

ように話す。起承転結をつけたり、話の冒頭に、話したいことを列挙する等のテクニックが必要。③

個人的経験を話す。ロータリーのことを広報するなら、自分がロータリーを好きな理由という面から

話を始める。④２０分以上は話さない。長時間話すと要点が解らなくなります。30 分の卓話なら、話

は 20分程度に留め、後は質疑応答の時間を設けるのが望ましい。⑤ジョークで始めない。失敗すると

聞く気をそいでしまいます。成功すると面白いスピーチを過度に期待させてしまいます。⑥パワーポ

イントは多用しない。 パワーポイントは、スピーチの流れの中で、話し手がどのあたりを話してい

るのかを聞き手に知らしめるツール程度に考えるべき、使えば使うほどまとまりを失います。⑥原稿

を読み上げない。 

 講演者が期待されているのは、原稿を読み上げることではなく語りかけることだ。 

当クラブでも、卓話の上手な方がいらっしゃいます。しかし、卓話の上手な方が、全て上記のルール

を守っているかというと、そうでもない気がしています。いつかテレビ番組「ＴＥＤ」の話をしまし

たが、うまい話というのは決してテクニックではなく、知らないことを教えてもらったり、話に共感

できたり、どんな話題に飛んでいくのか、聞いていて「ワクワクドキドキ」できる話がうまい話だ、

と私は思います。その意味で、話し手の熱意が人を動かす、熱意こそが一番のテクニックのように思

いますが、どうでしょうか。 

第８１８回例会 （２０１５年１２月 ３日） 例会の記録 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜お客様＞   
米山奨学生  肖 玟岑君 

   

＜出席報告＞      西本明文出席担当 
     

 2015 年 12 月 3 日 
 

会員数（内出席免除会員 4 名）   24 名 
本日の出席者数（内免除会員２名）  
        （池田名誉会員含む)  17 名   
.本日の出席率           72.73 ％   
前々11 月 19 日の修正出席率     85 ％    

＜ロータリーソング＞     全会員 
         君が代 

♪奉仕の理想♪ 
 
＜ピアノ演奏＞     近藤美里さん 

1 Chestnuts Roasting On 
 An Open Fire  

 2 そりすべり 
 3 アヴェ・マリア メドレー  

＜新入会員＞ 
  渡邊 了允会員  職業分類 神道  入会日 2015（平成 27）年 12 月 1 日 
 
＜幹事報告＞                              山本 友亮幹事     

１．明日から地区大会が開催されます。出席される方はネームカードをお忘れなくご持参ください。 
２．本日例会終了後に年次総会を行いますので、会員の皆様全員この会場にお残り下さい。 
３．本日例会終了後に理事会およびＩＭ特別委員会を「おしどりの間」において開催いたします。 
  担当会員の皆様はご出席をお願いいたします。 
 
＜委員会報告＞ 
 会計 水島 洋会員 
  7 月～11 月の５か月間のメイプル奉仕金額 448,000 円でした。 
  年間予算額は 1,300,000 円です。引続きご協力ください。 
 
 親睦 水本 徹委員長 
  クリスマス例会への多数の方々のご出席をお願いします。 
  当日のかくし芸として、松田会長と高尾会員のお嬢様のエントリーをいただいておりますが 
  ご出演いただける方を募集しております。 
＜今月のお誕生会員＞  

８日 藤田 芳浩会員   ２３日 木下 健治会員   ２９日 山田 克子会員   



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「盲腸線」 
卓 話 相原 正雄会員 

 私は鉄道マニアの一人です。鉄道マニアには、乗り鉄・模型鉄・スジ鉄・撮り鉄・音鉄・呑み鉄・ 
駅弁鉄・収集鉄・押鉄・技術鉄などのマニアがいます。私は初めの３種の鉄道マニアです。 
本日の卓話は、私の趣味についてお聞きいただきます。盲腸とは、大腸の盲端となっている部分を

いいますが、一般に盲腸と呼ばれた部分は虫垂突起と呼び感染がおこると虫垂炎といいます。鉄道

の盲腸線は虫垂のことを指します。「盲腸線」とは、「役に立たなくて短い行き止りの鉄道線」とか

「鉄道本線から接続する短距離の支線」のことを「盲腸線」呼びますが、その定義はそれぞれマニ

ア個人によって異なります。私の場合は、ＪＲ各線の駅から分岐し、比較的短い線を「盲腸線」と

しています。今回は四国の盲腸線の話です。一昔前の国鉄は、各地の私鉄を国有化し編入して拡大

していきました。今回は四国の鉄道路線の成り立ちと 2 路線の盲腸線について述べたいと思います。

四国には、ＪＲ四国では予讃線、土讃線、徳島線、高徳線、牟岐線、予土線、鳴門線の７線ありま

す。私鉄では、高松・琴平電気鉄道、伊予鉄道、とさでん交通の市電形式とＪＲ四国から分離され

た徳島県の牟岐線と接続する阿佐海岸鉄道、土讃線と接続する高知県の土佐くろしお鉄道の阿佐

線・中村線・宿毛線があります。四国で最初に開通した鉄道は、1889（明治 22）に丸亀―多度津―

琴平間に開通し、丸亀―多度津は予讃線となり、多度津―琴平間は土讃線に編入されて延伸してい

きました。1899（明治 32）には徳島線、高徳線の一部が開通し、牟岐線、予土線、鳴門線の順に開

業しています。この７線は、讃岐鉄道、徳島鉄道、阿波国共同汽船、阿波電気鉄道、宇和島鉄道に

私鉄が設立した鉄道線が母体となった鉄道が 1906（明治 39）から国有化されて 1973（昭和 49）ま

でに開通しています。ＪＲ鳴門線は私鉄 阿波電気軌道が鳴門―徳島間を標準軌道（新幹線と同幅）

の電化線を計画していましたが後に狭軌（ＪＲ線と同幅）に変更され、さらに電化は徳島水力発電

に余力電力がないことが判明して阿波鉄道と社名を変更している。撫養（後の鳴門駅）から吉野川

北岸まで延伸し、船で川越をする予定でありました。川幅は 950ｍあり国鉄により建設され、阿波

鉄道は国有化され、池谷駅で高徳線に接続された。ＪＲ鳴門線は、起点が池谷 終点が鳴門である

が、鳴門駅が上りとなっている。ＪＲ牟岐線は、阿波国共同汽船という船会社が徳島―小松島間の

貨物輸送鉄道として 1913（大正２年）開通しています。徳島港の水深が浅く大型船の着岸が出来な

かったため、10Ｋｍほど南の水深の深い小松島港から京阪神への貨物輸送が目的であった。その後

国有化され牟岐・海部へと延伸されたが、1980（昭和 55 年）それ以西の延伸は中断された。1988
（昭和 63 年）に徳島県、高知県、地方自治体が出資した第三セクターが工事を再開して 1992（平

成 4 年）海部―甲浦間が盛土と高架線で阿佐海岸線として開通した。甲浦駅は高知県にあり、四国

循環鉄道構想では室戸から奈半利が接続される計画であったが将来的にも延伸することはないと思

われる。甲浦駅で降車したのは、地元の人 6 人とお遍路さん一人と鉄道マニア 2 人であった。お遍

路さんはバスで室戸岬にある第２４番札所 最御崎寺へと乗り換えた。駅に残ったのは鉄道マニア

の二人だけでした。折り返し列車の発車まで４０分あり、徳島駅で買った駅弁「阿波尾鳥弁当」を

食べて時間を待っていました。四国には、お遍路さんをお大師様の代理と考えて「お接待」すると

いう風習があります。駅には小さな売店に駅員を兼ねてお年寄りの女性一人が常駐していました。

私は「お接待」をしていただきました。仕事を離れて混雑のない車窓から山野や太平洋を眺め、人

情に触れて日常のストレスから解放される一人旅を今後も続けたいと思っています。 



<ＳＡＡ報告> 岸上 SAA補助

＊スマイルボックス
渡邊会長 よろしくお願いいたします
黒川会員 師走ですね

村田会員 渡邊様　ようこそ
池田会員 今日の盲腸のお話　おもしろそう
相原会員 渡邊会員を歓迎して
コメント無 岸上会員　　西本会員

＊ロータリー財団
渡邊会員 よろしくお願いいたします
黒川会員 やっと植木屋さんが来た
藤田会員 相原会員卓話よろしくおねがいします
相原会員 卓話です　よろしく
コメント無 高尾会員　　岸上会員　

＊米山記念奨学会
渡邊会長 よろしくお願いいたします
藤田会員 肖君　寒くなってきます　風邪に気を付けて
黒川会員 枯葉が大変
高尾会員 岸上会員　退院おめでとうございます
コメント無 岸上会員　西本会員　木下吉宏会員

＊ラオス基金
松田会長 渡邊様　ようこそ
渡邊会員 よろしくお願いいたします
黒川会員 ラオスへ行こう　村上春樹の本が出ました
水本会員 ラオスへ行くの？
藤田会員 ＩＭパンフレット作成　皆様ありがとうございました
村田会員 相原先生　卓話楽しみです
山田会員 相原先生　卓話楽しみにしています
コメント無 西本会員　岸上会員　高尾会員

＊メイプル基金
松田会長 渡邊様　ロータリーライフを楽しんでください
渡邊会員 よろしくお願いいたします
山本幹事 渡邊新会員　ようこそ　一緒に楽しみましょう
山田会員 村田先生と岡部会員にお会いしてきました

『皆様によろしく伝えてください』とのことです
高尾会員 岡部さん　早く元気になってください
藤田会員 祝　渡邊様　ご入会
黒川会員 村上春樹の「ラオスにいったい何があるというんですか？」が出版されました
西本会員 急に寒くなりました
水島会員 相原会員　卓話よろしくお願いします
コメント無 岸上会長　武市会員　木下吉宏会員　

 

＜年次総会＞ 
 

松田会長を議長として年次総会が開催され、提案された議案は下記の通り全会員一致で承認された。 
 
 2016～17 年度 会 長  黒川 彰夫   副会長 高尾  修  会長ノミニー 水本  徹 

幹 事  木下 健治     会 計 水本  徹    ＳＡＡ  岸上 和典   
        直前会長 松田 親男     理事（クラブ奉仕） 山田 克子      

理事（職業奉仕） 山本 友亮   理事（社会奉仕）  山下聰一郎   
理事（国際奉仕） 藤田 芳浩    理事（青少年奉仕） 木下 吉宏 

                                   以上の各会員 
（担当 相原 正雄） 



    
           

       渡邊了允会員 御入会おめでとうございます！ 

 
 
 
 
 

   

藤田芳浩会員 山田克子会員 お誕生日おめでとうございます！  

 
 
 


